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Ⅰ．はじめに 

 近年、高齢者介護においては、これまで主に介護の担い手とされてきた「嫁」に代

わり、実子、とりわけ「娘」を主介護者とする割合が高まっている。主介護者の続柄

の推移をみると、平成 19 年度国民生活基礎調査以降、「子ども（＝主に娘）」が「子の

配偶者（＝主に嫁）」を上回っている。また親から子どもへの介護期待に関する調査に

おいても娘による介護を望む傾向にシフトし、親側の意識変化も指摘されている。  

「娘」が実親の介護を担うとき、一方では、娘以外の他の立場や役割と向き合わな

ければならない場面が想定される。つまり「娘介護者」は、娘としての立場以外に「妻・

嫁・母親・きょうだい」としての立場や役割を有することが考えられ、また就労して

いる場合には、職場内での立場や役割も有するだろう。娘介護者は、これら複数の立場

や役割に対応しながら介護を遂行していくことになるが、複数の役割をどのように調整し、

また役割間に葛藤が生じた場合、どのような方法で対処しているのかという点が本研究の

問題意識である。複数の役割を有しながらも介護を継続する娘介護者が直面する課題、

また課題に対して、どのような調整方法うあ交渉手段で対処しているのかを明らかに

する必要性は高いと考える。  

 

Ⅱ．目的 

 娘介護者が有する複数の役割に着目して、介護の中で生じる課題と役割間葛藤、お

よび対処法としての調整・交渉方法について検討する。  

 

Ⅲ．研究方法 

 調査対象者は実親を介護した経験のある娘、または実親の介護を現に行っている娘介護

者である。調査は半構造化面接法によるインタビューとし、平成 31 年 3 月に実施した。

一人につき 60 分程度で本人からの了解を得て IC レコーダーに録音した。分析は音声デー

タを逐語データに変換ののち、質的データ分析方法に基づいて、娘が介護を引き受けるに

至った時点から現在（介護経験者には介護終了）までの時間軸に沿ってデータを整理した。

その中で各局面において生じた課題と複数の役割間での葛藤の有無、対処・調整方法に着

目して検討した。  
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Ⅳ．結果と考察 

１．対象者の概要  

 調査対象者は、介護経験者が 2 名、介護継続中が 3 名の計 5 名である。年齢は 70 歳代

2 名、60 歳代 1 名、50 歳代 2 名、介護形態は同居介護が 1 名、通い介護が 2 名、通い介

護から同居介護へ移行したものが 2 名であった。就労状況は正規職員として就労中が 2 名、

他 3 名は介護当初（もしくは介護中）に勤務経験はあるが、その後は無職となっていた。 

２．結果及び考察  

 対象者が介護を引き受けるに至った経緯では、介護以前から実親と同居していた 1 名を

除き、他 4 名は結婚前から実親を介護することは想定しておらず、介護の引受けが想定外

だったことを語っていた。しかし実際に介護を引き受けた理由としては、実親と実姉や義

姉との関係が介護以前から良好ではなかったため「（介護を任せるのは）無理だと思った」

という語りや、「自分と実親は相性が合うから」などが挙げられていた。  

娘介護者が抱える課題を役割別に整理すると、妻役割では、「実親を介護することに夫

は理解を示している」と語る一方で「（夫に）さびしい思いをさせない」など、家庭内での

妻役割と介護との狭間に置かれている様子が推察された。これは「娘の夫は傍観者あるい

は承諾者の立場でしか介護に関わっていない場合があり、娘自身が交渉において夫に積極

的な介護分担を求めようとはしない」という先行研究の知見に従うものと考えられた。母

役割については、対象者全員ともに子どもは独立していたため、子どもは信頼できる情緒

的、情報的サポートの提供者として語られていた。きょうだいとの関係では、義姉や義妹

に多少の介護協力を期待しつつも、「実兄（または実弟）を困らせるかもしれないから」と

いう考えのもと、あえて協力を要請していない様子が語られた。またきょうだいとの関係

を保つために、看取りや遺産整理など今後予測される事態への事前準備を娘介護者がイニ

シアティブを取り、調整していると語る娘介護者もいた。仕事との両立については、勤務

先従業員の男女比によって、生じる課題や対処スタイルが変化する様子が見られた。また

就労は気分転換と語る娘介護者もあり、既に報告されているような就労を心理的休息の機

会と捉えている様子も推察された。  

 なお今回の対象者は、全員が子育てを終了している世代であったため、母役割との間に

生じる課題は語られなかった。今後は、娘介護者の年齢層を若年世代にも拡大して詳細な

分析を行う必要性があると考える。 
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